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505. mtD純Aコント口一Jレ犠域における多怒とトレ…
ナピリティーの鑓人麓との関連
-SATプロジェクト61-
。村上稿、森 i、相馬りかに松田光生;ま、鯵坂
後一3、向田守彦久久野議也4
( 1筑波大学 体育科学研究科、 2t窓際科学振興財館、
:~筑波大学体育科学系、 4筑波大学先端学際鋲域研
究センター)
我々はこれまで、持久的能力やそのトレーナピリテ
ィーにみられる鱗人差と関連した遺伝子-を採るため、
繰綿遺伝子としてミトコンドリアDNA (mtDNA) に
務目して研究を行ってきた。本研究では:;守に、
mtDNAのコントロール領域における多擦との関連に
!喝し，て検討を行った。 40名の健康な!友人男性を対象に、
持久的トレーニングを行わせ、 トレ…ニングi誌の持久
的能力およびそのトレ}ニング受1J~裂を詳鈍したむト
レーニングは8週間、選3.5自の頻度で11:11時間、 70%
VO?maxの強疫にて行った。また採恥したlIni夜から
total DNAを抽出し、 mtDNAコントロール綴域の塩基
配列を決定した。コントロール綴域における多裂は
Hケンブリッジ続安Vを基準に検出し、ケンブ 1)ヅジ
震と列と異なる配列を非ケンブリッジ隊列とした告 8~患
簡の持久的トレーニングにより、 VOznlax，ま42.0土
6.7 ml/min/kgから47.8土6.8mllmin!kgへと宥慈:な
増加 (p<0. 01) を示した。この増加率は14.7士6.8% 
であり、 0.29む-54.7%もの樹人道が認められた。また
mtDNAコントロール鎖域において、 103協所でゴドケン
ブリヅジ自己事IJが検出された。これら lO~)務所のうち、
非ケンブリッジ配列が3名以jニ37~1以下であった務所
は2500所であった。この25務所において、ケンブリッ
ジ舵亨IJを持つ被検者と非ケンブリッジ配列を持つ被検
者とのトレーニング前のV02maxおよびその増加率を
比較した。その絡巣、 16298番践において非ケンプリッ
ジ配列を持つ被検者(肝心は、ケンブリッジ配列を
持つ被検者 (n=36) と比較してトレーニング前の
VOzmaxが潟い僚を示し (P<O.05)、fflJ様に199設住 に
おいて非ケンブリッジ配事ijを持つ被検者 (n=7) は、
ケンブリッジ配事Jjを持つ被検者 (η=3:3) より高い
V02maxを永した (pく0.05)。またJ6261番目において
非ケンブリッジ配列を持つ被検者 (nコ:3)は、ケンブ
リッジ配列を持つ後検豪雪(が37) と比較してVOっmax
の増加準が低い傾向が認められ (p=ご 0.080)、16362
番目において非ケンブリヅジ配列を持つ被検者
(n=23)は、ケンブリッジ配列を持つ被検者(ド、17)
より vo抑制の増加率が高い鎖i句が認められた
(P=0.071)。これらの総楽より、 mtDNAのコントロー
ル領域における多恕が、持久的能力やそのトレーニン
グ効果にみられる偶人議と関連していることが示峻さ
れた。
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